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　地域の個性を活かしたまちづくりの推進

1 － 2

　生活安全体制の強化

1 － 3

　持続可能な行政経営の推進

政策 1

ともに紡ぐ協働のまちづくり
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1 ー 1 地域の個性を活かしたまちづくりの推進

担当課 総合政策課

担当課 市民協働課

担当課 市民協働課

【目　　的】
　少子高齢化や人口減少が進む中山間地域において、３
大都市圏に住む若者等を「地域おこし支援員」として
配置し、よそ者・若者などの視点で地域課題の解決や
地域資源の発掘などに取り組みます。

【実施内容】
�平成 28 年３月末現在で６名の地域おこし支援員が活
躍しており、以下の地域協力活動を行っています。
○地域行事、コミュニティ活動支援
○地域資源の発掘および地域振興に関する活動支援
○首都圏等との交流活動　など　

【目　　的】
　平成 27年度に策定した男女共同参画推進条例の基本
理念のもと、市・市民・事業者・教育関係者の協働により、
男女共同参画を推進します。

【実施内容】
○�伊達市男女共同参画プランを改定
○�一般市民、企業等を対象とした講演会や参加しやす
い講演会等を実施します。

【前年実績・効果】
○�男女共同参画プラン実施状況報告のホームページ掲載
○�男女共同参画推進条例検討委員会、伊達市男女共同
参画推進庁内委員会、男女共同参画に関する市民ア
ンケート、パブリックコメント等を実施して伊達市
男女共同参画推進条例制定

【目　　的】
　多くの人々がさまざまな市民活動に主体的に関わり、
協働により自立した魅力あるまちづくりを推進するた
め、地域課題の解決や地域住民の意向を反映させた事
業を推進します。

【実施内容】
○�地域自治組織の課題解決に向けた事業に対する支援
○�地域自治についての意見交換や組織形成の学習会な
ど、地域自治組織設立までの支援

【前年実績・効果】
○ 29エリア中、25団体組織設立（平成 28年 3月末）
○地域自治組織活動支援交付金

6,480 万円

80 万円

6,991 万円

生き活き集落づくり事業

男女共同参画事業

地域自治組織推進事業

財源（万円） 市の負担
6,480

財源（万円） 市の負担
80

財源（万円） 市の負担
6,991

他の地域おこし協力隊との交流 地域自治組織代表者会議

担当課 市民協働課

【目　　的】
　国際化社会に対応できる人材を育成するため、伊達
市国際交流協会が主催する事業に補助金を交付します。

【実施内容】
○�海外派遣相互交流事業（伊達市内の中高校生とアメ
リカ・リヴィア市内の中・高校生が１年おきに交互

にホームスティを通して交
流を深めます。）
○�異文化理解講演会の開催
○�異文化理解のための在住
外国人との交流事業
○�在住外国人を対象にした
日本語教室

【前年実績・効果】
○�リヴィア市訪問団派遣事
業は受入側の事情により
延期
○�異文化理解講演会「アル
ゼンチンの食文化と習
慣」（34名参加）

395 万円

国際交流事業

財源（万円） 市の負担
395

異文化理解講演会
「アルゼンチンの食文化と習慣」
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担当課 梁川総合支所

担当課 保原総合支所

【目　　的】
　梁川地域は、梁川城址、亀岡八幡宮など伊達氏関連
の歴史資源が多数存在しています。
　これらの観光資源を活用し、伊達市をＰＲするとと
もに、地域活性化や観光によるまちづくりを進めます。
また、観光拠点施設として「まちの駅」（歴史の駅）の
整備を行い、観光案内所、休憩所、歴史資料の展示、物
産販売などを通して交流の場を整備します。　

【実施内容】
　「まちの駅」（歴史の駅）の用地買収および基本設計、
実施設計を行います。

【前年実績・効果】
　梁川歴史と文化のまちづくり整備の基本計画を策定
しました。

【目　　的】
　多くの市民が活動する交流館について、施設の修繕
や地域自治組織による運営支援を行います。　

【実施内容】
○施設の維持管理のため委託や修繕等の実施
○�中央交流館および大田地区交流館の空調設備改修工
事

【前年実績・効果】
○施設の維持管理のため委託や修繕等の実施

8,588 万円

1 億 5,870 万円

梁川歴史と文化のまちづくり整備事業

保原交流館維持管理事業

財源（万円） 市の負担 市　債
908 7,680

財源（万円） 市の負担 その他
15,652 218

梁川城跡本丸庭園「心字の池」

保原中央交流館
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担当課 伊達総合支所

【目　　的】
　市民が、主体的に取り組む地域づくり事業などに必
要な助成を行います。また、身近な町内会の事業活動
に交付金の助成を行います。

【実施内容】
○行政区運営事業（36行政区）　　　446万円
　行政推進員の報酬です。
○行政区活動交付金（36行政区）　　669万円
　町内会活動を支援する交付金です。
○地域づくり支援事業交付金　　　　369万円
　平成 28年度の申請により、交付先・事業を決定します。

【前年実績・効果】
○ふるさとまつり
○町内会連合会補助
○ウォーキング大会
○だてふるさと産業祭
○МＤＤ文化鑑賞会　など

1,484 万円

伊達地域づくり支援事業

財源（万円） 市の負担
1,484

だてふるさと産業祭

担当課 梁川総合支所

【目　　的】
　市民が、主体的に取り組む地域づくり事業などに必
要な助成を行います。また、身近な町内会の事業活動
に交付金の助成を行います。

【実施内容】
○行政区運営事業（127行政区）　　1,040 万円
　行政推進員の報酬です。
○行政区活動交付金（127行政区）　1,244 万円
　町内会活動を支援する交付金です。
○地域づくり支援事業交付金　　　　��518 万円
　平成 28年度の申請により交付先・事業を決定します。

【前年実績・効果】
○やながわふる里まつり事業
○自治組織などの地域づくり事業
○高齢者ボランティア活動事業
○婦人会活動事業
○村づくり活性化推進事業

2,802 万円

梁川地域づくり支援事業

財源（万円） 市の負担
2,802

伊達のふる里夏まつり「オラトリオ」

伊達のふる里夏まつり「やながわ踊り流し」



4545

政
策

1

と
も
に
紡
ぐ
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

担当課 保原総合支所

担当課 霊山総合支所

【目　　的】
　市民が、主体的に取り組む地域づくり事業などに必
要な助成を行います。また、身近な町内会の事業活動
に交付金の助成を行います。

【実施内容】
○行政区運営事業（120行政区）　　1,146 万円
　行政推進員の報酬です。
○行政区活動交付金（120行政区）　1,530 万円　
　町内会活動を支援する交付金です。
○地域づくり支援事業交付金　　　　�326 万円
　平成 28年度の申請により交付先・事業を決定します。

【前年実績・効果】
○ほばらサマーフェスティバル
○陣屋通りイルミネーション事業
○紅屋峠千本桜整備事業
○ほばら産業まつり
○婦人会活動事業
○高子沼環境美化事業
○流町地域づくり活動
○太鼓競演など

【目　　的】
　市民が、主体的に取り組む地域づくり事業などに必
要な助成を行います。また、身近な町内会の事業活動
に交付金の助成を行います。

【実施内容】
○行政区運営事業（73行政区）　　551万円
　行政推進員の報酬です。　　　　
○行政区活動交付金（73行政区）　619万円
　町内会活動を支援する交付金です。
○地域づくり支援事業交付金　　　536万円
　平成 28年度の申請により交付先・事業を決定します。

【前年実績・効果】
○第 31回霊山太鼓まつり事業
○霊山太鼓の保存・伝承事業
○婦人会活動事業
○天蚕繭特産品づくりを通じた地域活性化事業
○霊山ニンジン育成支援事業　など

3,002 万円

1,706 万円

保原地域づくり支援事業

霊山地域づくり支援事業

財源（万円） 市の負担
3,002

財源（万円） 市の負担
1,706

陣屋通りイルミネーション事業

ほばらサマーフェスティバル

霊山太鼓まつり
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担当課 月舘総合支所

担当課 消防防災課、各総合支所

【目　　的】
　市民が、主体的に取り組む地域づくり事業などに必
要な助成を行います。また、身近な町内会の事業活動
に交付金の助成を行います。

【実施内容】
○行政区運営事業（39行政区）　　281万円
　行政推進員の報酬です。
○行政区活動交付金（39行政区）　302万円
　町内会活動を支援する交付金です。
○地域づくり支援事業交付金　　　410万円
　平成 28年度の申請により交付先・事業を決定します。

【前年実績・効果】
○モノ作りびとフェア支援事業
○やまゆり花舞四季会社運営支援事業
○小手姫の里まつり協議会運営支援事業
○こどもフェスタ開催支援事業
○婦人会活動支援事業　など

【目　　的】
　火災・大雨洪水・地震などの災害に備え消防団を組
織し、地域防災の要として街を守ります。

【内　　容】
今年度消防団事業
○秋季検閲（平成 28年 10月）
○出初式（平成 29年１月）
○初午行事（平成 29年３月）
○各種訓練
○消防団員安全靴の購入

【組　　織】
伊達市消防団の組織（平成 27年４月１日）
○団員数　1,325 人

【平成 27 年中　火災発生件数】
24 件（平成 27年 1月～ 12月）

993 万円

1 億 4,502 万円

月舘地域づくり支援事業

消防団活動事業

財源（万円） 市の負担
993

財源（万円） 市の負担 その他
14,495 7

小手姫の里秋まつりでの出張レストラン風景

平成 28 年出初式

1 ー 2 生活安全体制の強化

伊達支団
153人 2分団

7分団

5分団

4分団

2分団

7部

14部

19部

13部

5部

17班

32班

39班

27班

14班

梁川支団
411人
保原支団
370人
霊山支団
226人
月舘支団
160人
5支団 20分団 58部 129班

本団
5人
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担当課 消防防災課 担当課 生活環境課

【目　　的】
　地域住民の自主的な防災力を推進するため、自主防
災組織の活動を支援します。

【実施内容】
　防災資機材の整備を行う際の補助
　防災訓練や啓発活動を行う際の補助

【前年実績・効果】
平成 28年２月末現在　
　自主防災組織数　54
　補助金額　115万円

【目　　的】
　市民の安全な交通環境を確保するため、関係機関と
の連携のもと、交通安全施設の整備を推進します。

【実施内容】
　交通事故の防止のため、公道の危険箇所への道路反
射鏡（カーブミラー）など交通安全施設の設置および
修繕を行います。
　適正な維持管理を行うため道路反射鏡（カーブミ
ラー）の調査・点検を行い、台帳整備を行います。

【前年実績・効果】
�道路反射鏡（カーブミラー）設置および修繕　27カ所

366 万円 867 万円

自主防災組織支援事業 交通安全施設整備事業

財源（万円） 市の負担
366 財源（万円） 市の負担

867

伊達駅前四町内会連絡協議会自主防災会防災訓練 カーブミラー調整写真：保原町西町地内

担当課 生活環境課

【目　　的】
　市民一人ひとりが交通ルールを守るとともに、正し
い交通マナーを実践し習慣化することで、交通事故の
ない安全・安心なまちづくりを目指します。

【実施内容】
　交通安全関係団体との連携のもと、市民参加型の交
通安全運動や交通安全教育を推進し、交通安全意識の
啓発と交通マナーの向上に努め、交通事故の減少を図
ります。
　交通安全協会各部会（伊達・梁川・保原・霊山・月舘）
に補助金を交付し、交通安全活動を支援します。

【前年実績】
伊達市内の交通事故状況
平成 27年 1月～平成 27年 12月

地 域 名 伊　達 梁　川 保原　 霊　山 月　舘 合　計
年 H26 H27 比較 H26 H27 比較 H26 H27 比較 H26 H27 比較 H26 H27 比較 H26 H27 比較

事故件数 38 24 -14 26 20 -6 74 42 -32 20 9 -11 6 2 -4 164 97 -67
負傷者数 41 24 -17 28 20 -8 84 46 -38 24 9 -15 6 2 -4 183 101 -82
死 者 数 1 0 -1 0 0 0 0 2 2 0 1 1 0 0 0 1 3 2

547 万円

交通安全対策事業

財源（万円） 市の負担
547

交通安全教室（富成小学校）
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担当課 生活環境課

【目　　的】
　消費者問題に関わる被害を未然に防止するため、消
費者相談体制の強化や啓発活動等を推進し、健全な消
費生活社会の形成を図ります。

【実施内容】
○消費生活相談
　・場所：本庁１階消費生活センター
　・時間：月曜日から金曜日まで（祝日を除く）
　　　　　来所相談　午前９時から午後４時まで
　　　　　電話相談　午前８時 30分から午後５時まで
　　　　　電話番号　574－ 2233（相談専用）
○�消費生活暮らしの講座等による啓発・注意喚起
　�　内容はチラシや広報紙、ホームページ等で随時お
知らせいたします。
�○弁護士無料相談会
　�　一人 30分の予約制で、月１回福島県弁護士会の弁
護士による相談会を実施しています。

【前年実績・効果】
○相談件数 503件（１月末現在）
○講座は月１回、講演会は年１回、見学会は年８回実施
○弁護士無料相談 56件（１月末現在）

994 万円

消費者行政推進事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
8 986

消費生活暮らしの講演会

1 ー 3 持続可能な行政運営の推進

担当課 総合政策課 担当課 総合政策課

【目　　的】
　第 2次総合計画に基づいたまちづくりを効果的かつ
効率的に推進するため、施策目的に照らした事務事業
優先度評価を実施し、選択と集中を意識した進行管理
を行います。

【実施内容】
○行政経営会議による優先度評価の実施
○施策評価会議の開催
○事務事業評価研修会の実施
○市民満足度調査の実施、結果分析

【前年実績】
○行政経営会議（夏、秋）　　��５日間、延べ 90人
○施策評価会議　　　　　　　５日間、延べ 100人
○事務事業評価研修会　　　　５日間、延べ 200人
○市民満足度調査の実施　　　対象４千人

【目　　的】
　民間で培われてきた改善方法を取り入れ、業務改善
を進めます。徹底してムダを取り除き、業務量を軽減
させて人材の更なる有効活用を推進します。

【実施内容】
○業務棚卸し（業務量把握）を調査・分析
○業務量の軽減と行政サービスの向上
○各職場の成果発表会の開催

【前年実績・効果】
○業務量調査および傾向分析　42職場
○作業手順書の作成　　　　42職場
○講師による現場指導　　　16日間、延 79職場
○情報共有会議の開催　　　６回、延 240人参加
○年次発表会の開催　　　　１回、55人参加

633 万円 850 万円

第 2次総合計画進行管理事業 業務改善推進事業

財源（万円） 市の負担
633 財源（万円） 市の負担

850

窓口改善の一例
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担当課 総務課

【目　　的】
　市民サービスの向上と行政事務の効率化、各部門が連
携した柔軟で強固な行政基盤の構築を図り災害等の緊
急時や多様化する行政課題に的確に対応するため、本
庁舎東側に庁舎を増築し、本庁機能を集約します。

【実施内容】
○実施設計の策定
○建築工事着手

10 億 8,037 万円

本庁舎増築事業

財源（万円） 市の負担 市　債
5,637 102,400

担当課 総務課

【目　　的】
　平成 24年６月 28日、伊達市は『非核平和都市』で
あることを宣言しました。
　この宣言を契機として、核兵器の怖さや平和の尊さ
を次代に継承し、平和維持の重要性を広く市民に啓発
することとしています。

【実施内容】
○伊達市中学生広島平和記念式典派遣事業
○原爆パネル展

【前年実績・効果】
○伊達市中学生広島平和記念式典派遣事業
　8/5 ～ 8/7　中学生 12名参加
○原爆パネル展
　8/6 ～ 8/15　本庁舎シルクホール・分庁舎ロビー

146 万円

非核平和都市宣言事業

財源（万円） 市の負担
146

担当課 財政課

【目　　的】
　長期的な視点で公共施設の配置適正化を検討し、計
画的かつ効率的な管理・運営の推進を図ります。また、
平成 29年度末までに、企業会計的要素を含む統一基準
で平成 28年度決算ベースの財務書類を作成する必要が
あることから、その準備を進めます。

【実施内容】
○（仮称）伊達市公共施設等配置適正化計画策定
○新地方公会計制度導入準備

【前年実績・効果】
　公共施設等の今後のあり方についての基本的方針（総
論）として公共施設等総合管理計画を策定しました。ま
た、計画策定の基礎資料として公共施設白書を作成し
ました。�

1,679 万円

ファシリティマネジメント推進事業

財源（万円） 市の負担
1,679

広島平和記念式典に派遣された中学生たち

担当課 秘書広報課

【目　　的】
　市民の皆さんに、市の施策や制度などの情報をお知
らせし、市政に対する理解を得ることで、市民協働の
まちづくりを推進するため、広報紙を発行します。　

【実施内容】
　だて市政だより　毎月第４木曜日発行
　だて市政だよりお知らせ版　毎月第２木曜日発行

【前年実績・効果】
　「i広報紙」というアプリを導入して、「だて市政だより」
を、スマートフォンやタブレットでも見られるように
しました。

1,027 万円

広報紙発行事業

財源（万円） 市の負担 その他
983 44

だて市政だより
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担当課 秘書広報課担当課 秘書広報課

【目　　的】
　市政広聴活動の一環として、市政と対する提案や意
見等を直接聴取し、市政推進に役立てるため、説明会
や懇談会を開催します。　

【実施内容】
①経営に関する説明会　市内 5地域で開催
②ふれあい懇談会　主催：市
③市民対話集会　主催：地域自治組織や各種団体

【前年実績・効果】
伊達市経営に関する説明会
　平成 27年度　５地域にて開催　　333名　参加

【目　　的】
　市のホームページを運用し、リアルタイムに市の情
報を発信します。　

【実施内容】
市のホームページを活用して、各課から情報を発信します。
○行政情報、イベント情報、災害情報
○伊達ケーブルテレビ番組をネット配信
　（こんにちは伊達、伊達市議会中継）
○映像（動画）による情報発信を計画します。

【前年実績・効果】　
　年間アクセス数　平成 27年度　443,474 件
　（12月現在）

0 万円283 万円

市民懇談会事業ホームページ運用事業

財源（万円） 市の負担
283

経営に関する説明会風景ＨＰトップページ

担当課 秘書広報課

【目　　的】
　市民に行政や地域の情報を提供し、知識の向上と地
域のコミュニケーションを図るため、伊達市ケーブル
テレビ「テレビだて」の自主放送番組を制作し放送し
ます。
　また、BS・CS�デジタル放送の番組を安価で提供します。

【実施内容】
　伊達地域において、伊達市ケーブルテレビ加入者へ
地上デジタル放送の再送信、自主放送および有料放送
を送信します。
①自主放送番組
　○こんにちはだて 11ちゃん（コミュニティ番組）
　○特別番組（地域のイベント）・議会中継（生中継）
　○文字情報放送・愛宕山情報カメラなど
②ケーブルテレビ放送チャンネル数　
　○�無料放送「地上デジタル」：8チャンネル（うち自

主放送 2チャンネル）
　○�有料放送「BS�デジタル」：16チャンネル「CS�デ

ジタル」：26チャンネル　

【前年実績・効果】
【ケーブルテレビ加入世帯数】2,941 世帯
【有料放送加入件数】451件（平成28年 1月 31日現在）

6,177 万円

ケーブルテレビ番組制作放送事業

財源（万円） 市の負担 その他
4,614 1,563
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担当課 秘書広報課 担当課 秘書広報課

【目　　的】
　放送送信設備やケーブル回線の故障によりケーブル
テレビからの放送（50チャンネル）が中断しないよう
にするため、ケーブルテレビの維持管理を行います。

【実施内容】
　設備が正常に稼働しているかをシステムで監視し、異
常が発生した場合には、速やかに対処します。　
　また、ケーブルテレビに新たな加入や廃止があった
場合は、速やかに回線の引込・撤去工事を行います。

【前年実績・効果】
○ケーブルテレビ加入世帯数
　2,941 世帯
　（平成 28年 1月 31日現在）

【目　　的】
　伊達市ケーブルテレビの自主放送番組をインター
ネット（市のホームページ）で配信することにより、伊
達地域以外でも視聴することができ、地域間の情報格
差を是正します。

【実施内容】
　自主放送番組「週刊こんにちはだて 11ちゃん」を毎
週金曜日 18時のテレビ放送に合わせて、インターネッ
トに公開します。
　伊達市議会中継を配信します。
　議会開催中は本会議の模様をライブ配信（生中継）し、
議会終了後は審議内容毎に編集して配信します。

【前年実績・効果】
○平成 27年度アクセス件数
・「週刊こんにちはだて 11�ちゃん」：29,087 件
・議会中継：5,211 件
　（平成 28年 1月 31日現在）

2,205 万円 435 万円

ケーブルテレビ施設維持管理事業 ケーブルテレビネット配信事業

財源（万円） 市の負担 その他
2,181 24 財源（万円） 市の負担

435

担当課 収納課

【目　　的】
　市民から納付された市税等の収納状況を把握し、内
容を適正に管理するとともに、皆様の納付環境を整備
する事務を行います。

【実施内容】
　市民から納付された市税等が、正しい収納処理がな
されているかを管理する事務です。
　平成 25年度よりコンビニ収納を開始しているところ
ですが、より便利で安全な口座振替を促進しています。
　また、納付期限を過ぎても納付されない場合は、督
促状を発布し、納め忘れのないようにお知らせしてい
ます。

【前年実績・効果】
口振依頼件数 課税件数 �口振率

市県民税
（普通徴収） 5,368 件 10,546 件 50.90%

固定資産税 16,697 件 25,272 件 66.07%
軽自動車税 16,504 件 35,203 件 46.88%
国民健康保険税 5,171 件 7,917 件 65.32%

589 万円

収納管理事務

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 その他
283 118 188
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担当課 収納課

【目　　的】
　市税等の収入額を増加することにより、市行政の健
全な財政運営を推進します。市税等の負担の公平公正
性を確保します。　　　

【実施内容】
○�催告書の通知、電話催告、訪問徴収などにより滞納
金の納付を推進します。
○�納付相談により、計画的な滞納金納付を図ります。
○�実態調査等により、担税能力を把握します。
○�滞納者の資産に対し差押を執行し、滞納金を収納す
るとともに、税債権の確保を図ります。
○�滞納者から差押した動産、不動産をインターネット
公売により換価し、市税等に充当します。
○�延滞金を厳格に徴収し、納期内納付の推進、および
税の公平性確保に努めます。

【前年実績・効果】
�○インターネットによる不動産公売

930 万円

滞納整理事務

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
744 186

担当課 農林整備課

【目　　的】
　土地を、筆毎に所有者、境界、用途、面積を調査し、
地図や簿冊を作成して、面積や境界を正確に表すこと
ができるようにします。

【実施内容】
　今年度は、梁川町上町の一部、天神町の一部、天神前、
鶴ケ岡の一部、赤五輪、北町頭の一部、南町頭、菖蒲
沢の一部、茶臼山の一部 0.30 平方キロメートル 1234
筆を実施する予定です。　
　なお、保原地域、伊達地域、月舘地域は、調査が完
了しています。
　※筆とは・・・土地を数えるときの単位です。

【前年実績・効果】
　昨年度は、梁川第 12地区（大町一丁目の一部、上町
の一部、天神町の一部、桜岳）0.09 平方キロメートル
392筆を実施しました。

1,786 万円

国土調査事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
961 825

平成 28 年度　実施予定区域図


